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第６回高校生天文活動発表会 

～天文高校生集まれ！！の取組から～ 
西村昌能（高校生天文活動発表会）、山田隆文（奈良県立青翔高校） 

成田 直（川西市立北陵小学校）、有本淳一（京都市立京都工学院高校） 

時政典孝（佐用町）、野口 亮（尼崎市立武庫東小学校） 

梅津寛明（大阪府立港高等学校）、柳澤洋文（愛知淑徳中学校・高等学校） 

松本 桂、福江 純、定金晃三（大阪教育大学） 

 
1. はじめに 

 本発表会は、2011 年の東日本大震災で中止

となった日本天文学会第 13 回ジュニアセッ

ションで発表できなかった関西の高校生の発

表の場を作ろうと企画されたものである[1]。 
 それから６年たち、当初の目的と違って、

天文学会のジュニアセッションと様々な学会

のジュニアセッションの中継点であり、小回

りの効く発表会として、高校生たちの間に受

け入れられてきており毎回 100 名をこえるも

のになっている。[2][[3][4][5]。 
 今年は、大阪教育大学との共催となり、図

1 のポスターのように 7 月 18 日（海の日）に

で、同大学天王寺キャンパスで開催された。 
 

2. 今年の取組 
 今年度は、1 月早々に最初の動きを行った。

今年度も 7 月の海の日に実施しようというこ

とを決めたのだ。そして、日本天文学会のジ

ュニアセッションの当日に簡単な要項のビラ

を配布させていただいた。5 月には、特別講

演の講師とコメンテーターの方々をお願いし

た。そして本会をはじめ、各学会に後援依頼

を完了し、6 月に Web を公開し、ML で参加

要項を公開した。 

  公開直後から参加申込みを頂き、開催日ま

でに高校で 10 発表、特別発表として中学校

が１発表の口頭発表と 2 校のポスター発表を

得た。当日のプログラムおよび予稿を Web
に置いてあるので参照して頂きたい[6]。 

 

 

図 1 今年のポスター 

ＯＢである大阪学院大学学生の板谷由菜さん

作成 

 

3. 発表会当日 

 開催日時は平成 28 年 7 月 18 日受付を 9 時

30 分から行い、10 時から 17 時まで行った。

会場は、大阪教育大学天王寺キャンパス西館

ホール（定員 150 名、口頭発表会場）と、2
階講義室（ポスター会場と昼食会場）である。 
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 参加者は、愛知県、岐阜県、滋賀県、京都

府、奈良県、大阪府、兵庫県、岡山県から来

て頂いた中学・高校の生徒 63 名、保護者、

引率者その他見学者が 24 名、講演者、コメ

ンテーター、大学生などスタッフ側が計 14
名で、 参加者合計は 101 名となった。 
 発表・見学を含めた参加校数は 18 校でそ

の内訳は高校 15 校、中学校 3 校であった。

また、見学校は、中学・高校合わせて 6 校で

あった。 

 

 

図 2 口頭発表する参加者 

 

 

図 3 発表を聴講する参加者 

 

 口頭発表は昨年までと同じく 15 分間で、

その内訳は、最初に学校紹介 1 分＋口頭発表

（10 分）＋質疑（生徒からの質問）2 分＋コ

メント 2 分(コメンテーターから)とした。昨

年と同じく引率教員のコメント・質問は生徒

の質問時間を保証するために、ポスター会場

で行って頂くようにした。ポスター紹介のみ

の学校や参加だけの学校も 2 分間の学校紹介

をお願いした。 

図 4 発表者に質問する参加者 

 

 

図 5 混雑したポスター会場 

 

 
図 6 特別講演をして頂いた田越秀行さん 

 

 特別講演を大阪市立大学田越秀行さんにお

願いした。タイトルは「重力波の初観測：重

力波天文学の幕開け」で、先生から寄せられ

た講演概要は、「今年 2 月にアメリカのチー

ムよって発表された重力波の初観測は，アイ

ンシュタインが 100 年前に予言した重力波が
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見つかったというだけでなく，これまでは実

際に存在するかどうか確認されていなかった

ブラックホールの連星の合体によって発生し

たものであるということで，それも驚きをも

って受け止められました．重力波の初観測と

それにより始まった重力波天文学の展望につ

いてお話しします．」というもので参加した生

徒たちの評価は非常に高いものであった。 

 

4. 生徒の反応 

 参加者にはアンケートを書いて頂いている。

次回どのようにすれば、より良いものができ

るかを探るためである。生徒の感想の中には、

ポスター会場が狭いというものがたくさんあ

った。例年、いわれていることであり、少し

ずつ会場を大きくしてきたが、今年もまだ狭

い様だった。 

 以下に代表的な参加生徒の自由記述を採録

してみた。 

「全国の高校生が天文学に関してどのような

研究をしているのか知ることができて良かっ

たです。大学でも天文学に関わりたいと思っ

ているので、受験にも良い刺激になりました。

各発表について完全に理解することが難しく、

勉強すべきことがたくさんあると改めて実感

しました。（後略）（大阪府高 3）」 

「ポスターセッションの交流を通して今後の

研究へのアドバイスやプレゼン時の改善点な

ど客観的な目線からの意見を聞くことができ

て良かったです。口頭発表をする機会は少な

いので良い経験になりました。（兵庫県高 2）」 
「“初めて天文高校生集まれ”に参加しました

が、自分の高校では、調べていない所や分野

の発表を聞けてとても良い経験になったと思

います。まだ天文部に入り、これといった研

究をした訳ではないので良く分からないこと

もありましたが、ポスターセッションの際、

とても分かりやすく説明してくださり、勉強

になりました。また、コメンテーターさんか

ら自分たちの研究について、意見や指摘を頂

き、これからは先輩方に任せるのではなく、

自分たちで改善していくところは改善し、続

けていくところは続けていきたいと思いまし

た。（兵庫県高 1）」 

 このように、私たちが考えた目論見つまり、

余裕ある口頭発表時間、生徒からの質問、コ

メンテーターのしっかりした指導、たっぷり

のポスター発表時間、最新の天文学講演が、

生徒を加速させたのだといえる。 

 

5. おわりに 

 私たちの発表会にも課題はたくさんある。

完全にロハ（只）で取り組んでいる。つまり

参加費も頂かず、完全なボランティア体制で

行っているのである。これは、特別講演の講

師の方やコメンテーターの方々への謝金どこ

ろか、交通費も自弁して頂いているのである。

このことはこの会の永続可能性を狭めている

のかもしれない。 
 
 コメンテーターの方々は、特別講演をお願

いした田越秀行さん(大阪市立大学)をはじめ、 

松尾太郎さん(大阪大学) 、富田晃彦さん(和

歌山大学) 、本会実行委員の定金晃三(大阪教

育大学) 、福江 純(大阪教育大学)であった。

記して御礼申し上げたい。 
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図７ 参加者全員集合 

 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 1200
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 1200
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<


    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e55464e1a65876863768467e5770b548c62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc666e901a554652d965874ef6768467e5770b548c52175370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents suitable for reliable viewing and printing of business documents.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 6.0 and later.)
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>



    /HUN <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF adatti per visualizzare e stampare documenti aziendali in modo affidabile. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 6.0 e versioni successive.)
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020be44c988b2c8c2a40020bb38c11cb97c0020c548c815c801c73cb85c0020bcf4ace00020c778c1c4d558b2940020b3700020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken waarmee zakelijke documenten betrouwbaar kunnen worden weergegeven en afgedrukt. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 6.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>


    /SKY <>

    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>

    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements true
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [1200 1200]
  /PageSize [515.906 728.504]
>> setpagedevice


